
ナイス福岡 会報 2013 年３月 

山々が未だ眠りの中にある頃、

早くも薄黄色の花を沢山咲か

せ春の訪れが近い事を告げ

る！ 

傍らにはキブシの花も揺れて

いる… 

『アオモジ』 

平成２５年３月１日 

福岡市西区飯盛山山麓 

大塚俊樹 

Kuma は「NO．８０」 の呟きで、御笠の名前の起こりを呟いている

が、現在の御笠地区の住民達は殆どの人が知らない。そこで、ｋｕｍ

ａは住民達の教育も手がけている。教育の場所は、吉木小学校の近く

にある「御笠公民館」である。御笠地区の会議が行われる時に、時々

話をしている。ｋｕｍａが所属している「御笠振興会」と云う団体は

地域の住民達が作っている団体あり、有力な団体として筑紫野市から

も評価されている。 

御笠地区の南部には 「宮地岳（標高 ・ ３３９ｍ）」 があって、

付近の住民達は時々登っている。この山の山頂付近には古代から江戸

時代までに 「山城 （名称＝阿志岐山城）」 が存在していた。この

山城は古代末期から江戸時代まであった、「大宰府政庁」 を守る為の

施設だった。この山城は太宰府政庁の東南部に位置する。 

城が有った宮地岳の山頂付近からは数十年前までは、大宰府政庁

跡をよく眺めることが出来ていた。しかし現在は、里山・雑木林が生

長し眺めることが出来なくなっている。里山とは、数十年前までは、

その山麓に住んでいる住民達の日常生活に利用されていた林である。

しかし、今は日常生活に利用されている燃料は、油やガスである。毎

日の生活燃料として、冬場の暖房も含めて電気や油 ・ ガス等が利用

されており、各地に存在する、古代から明治時代までには日常生活に

利用されていた里山・雑木林は、現代では利用は全くされておらず、

鬱蒼とした林として成長している。そのことで、その林に住んでいる昆虫や小動物

達も、種類や数が少なくなっており、種類の変化も起こってきている。 
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★都市公園で自然観察会２２★ 
春日公園で、いろいろな視点で植物や昆虫、 

野鳥などをゆっくりと観察します。 

 

☆日時 ３月１７日 （日） 

 集合１４時００分 ～ 解散１６時００分

☆場所 春日公園・自然かんさつ館 

〔旧公園管理センター〕       

  

連絡先 担当：田村 耕作 

  TEL ０９２－４００－１７６５〔ＦＡＸ兼用〕 

  E メール kurabird-.tamura@nifty.com 

 

◆お報せ◆ 

平成２５(2013)年度 

自然観察指導員講習会について 

 

これまでもお報せしてきた通り、平成25(2013)年度の自然観察

指導員講習会を下記日程で福岡で開催します。 

日程：2013年８月24(土)～25日(日) 

※場所は、福岡県立社会教育総合センターを予約済みで、60

名の参加者を予定しています。講師 2 名は熊本県在住の田畑

清霧氏、岐阜県在住の小野木三郎氏が決まりました。その他

詳細は未定です。 
 

 

会員の皆様、自然案内などに関心を持っている方々に、この

講習会を紹介してください。そして出来るだけ多く参加者を

募りたいのです。 

宜しくお願いいたします。 



日本野鳥の会 福岡  主催   ※参加費：100 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本野鳥の会 筑後  主催    ※参加費：100 円（中学生以下無料）     福岡植物友の会 主催                  

         

 

 

 

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催  http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 久留米の自然を守る会 主催 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                                   

和白干潟を守る会 主催                                   
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４／１４（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

４／１３（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

４／２（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：旧公園管理センター前 

問合せ：090-7390-3561（小野仁） 

３／２３（土）４／２７（土） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐

車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

３／１７（日）４／２１（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：092-920-7112（山本勝） 

 

３／２３（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子）

３／２３（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～13:00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

 

 

 

４／７（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

 

第４０４回例会 ３／３１（日） 

 筑後川春の野草を愉しむ会 

春の食べられる野草の観察会と野

草・薬草の調理をして、春の野草を

味わいます。事前に申し込みをお願

いします。 

集 合：くるめウス 雨天中止 

時 間：09:00～14:30 

参加費：400 円 定員 60 名     

持ち物:お箸、お皿、カップ、お椀水

筒、帽子、筆記用具 

下記 fax 要事前申し込み 

   問合せ：0942-46-8622（古賀） 

0942-46-8623(fax)

４／６（第１土曜日） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など） 

集 合：九州歴史資料館駐車場  

時 間：9:30～12:30   

問合せ：092－920-3072（松永） 

 

 

参加費：大人のみ 200 円（保険料込） 

ブログは 三国丘陵 検索 で 

すぐにヒットします。 

 

３／２４（日）     

膿施山公園 

時 間：09:00 ～12:00 

集 合：膿施山公園すいせん橋  

問合せ：090-7446-9047（野田達行） 

 

詳細はＨＰをご覧ください。 

 

問合せ：092-662-2983（佃昇） 

 



 

・～・春日公園自然観察日記／２１回 2013 年２月１７日（日）・～・ 
肩の力を抜いて、歩き始めた。今日も地元の参加者 2 名を加えて 8 名で。 

ビンズイやマヒワにであえるといいな。 

樹木名板の裏には、ヨコズナサシガメが集団で冬を過ごしている様子を観察。 

アセビ(馬酔木)、桃色の美しい花が咲き始め、白い花はほとんど蕾の中でほんの少し咲き始め、ハクサンボ

クも蕾を膨らませていた。この松の多い林でキクイタダキのすばやく動き回る姿を目で追いかけた。落ち葉

のたまった場所ではシロハラとキジバトが探餌していた。 

ウメの花も三色見かけた。だんだんと風景の色が増えてきました。 

庭園の池では初めてカワセミを見かけました。青い羽が目立ちました。 

生垣に用いられている木にあちこちに房状の蕾をみかけた。さて何の木かなあと思うがわからない。宿題に

して材料収集。よく散策する場所なのに、気が付かなかった。 

林内の落ち葉から、あちこちでかさこそと乾いた音が聞こえていた。シロハラが旅立ち前の準備らしい。サ

ザンカの花もそろそろ終わりかなと思いつつ、まだ花の蜜残っていなしかと探し、一輪漸く見かけました。 

アカシアの仲間ミモザもたくさんの蕾をつけていた。もうそこまで春が来ていました。 

※宿題 スイカズラ科ゴモジュ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  いろいろな花びらの梅の花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち葉の中で探しもの、シロハラとキジバト 
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     この池で初めて見かけたカワセミ                        蜜がたっぷりのサザンカの花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  宿題の低い背丈の木、葉と蕾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               落ち葉の中で、食べ物探しをしていたシロハラ(♂) 
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ナイス福岡の会員の皆様にお知らせです。 

今、水田の環境が少なくなり、ため池が減少し、海域の干潟を含めた浅い海も大変です。水辺や湿地などの 

自然環境に生息あるいは生育している生きものに、注目してみませんか。福岡市内で、下記の催しが開催さ 

れます。ちよっと参加してみませんか。 

 

2013 年度日本湿地ネットワーク（JAWAN）総会と 

講演会「日本の湿地を守ろう！」のお知らせ 

■2013 年度総会開催のお知らせ 

・日時：4 月 6 日（土）11：30～12：30 

・場所：「和白地域交流センター」（愛称コミセンわじろ）：２階大会議室   

     福岡市東区和白丘１丁目２２-２７ 下車駅 ＪＲ鹿児島本線：福工大前 

     ＴＥＬ 092-608-8480 

■講演会「日本の湿地を守ろう」開催のご案内 

・日時：4 月 6 日（土）13：30～16：45 

・場所：「和白地域交流センター」（愛称コミセンわじろ）：２階大会議室 

 

１．開会 13：30 

  あいさつ   山内美登利（日本湿地ネットワーク副代表）  

２．和白干潟からの報告 13：40～14：00 

 「和白干潟の現況と展望」 山本廣子（和白干潟を守る会代表） 

３．講演 14：00～14：50 

 「干潟・河口域の重要性と生物多様性」 

 佐藤正典（鹿児島大学理学部地球環境科学科教授）  

４．休憩（15 分） 

５．講演 15：05～15：30 

 「ラムサール条約入門」～和白干潟を条約湿地に指定するとどうなるか～ 

  小林聡史（釧路公立大学環境地理学教授） 

６．特別報告 15：30～15：45 

 「中池見湿地がラムサール条約に登録されるまでの道のり」 

  笹木智恵子（ＮＰＯ法人ウエットランド中池見理事長） 

７．各地の報告と意見交換（３分間スピーチ） 15：45～16：40 

 ・①吉野川河口干潟②東京湾三番瀬③有明海諫早湾  

 ・他の各地の報告 

８．閉会 16：45   

 

瑞梅寺川河口に広がる今津干潟 
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2月の定例発送会は、大塚俊樹・鶴田義明・田村耕作が参

加。田中健二・藤川渡・山本勝・山本弘子から欠席の連

絡有り。色のつやつやした美味しい伊予柑をＹＴ氏が、

お菓子をKTから差し入れ有り。季節の移り変わりです

ね。もう春、室見川に出かける 

機会が2/28にあり、暖かい陽気でいつもの 

冬仕度では暑いという感じでした。土手は 

あちこちにツクシ、ヨシ原のアオジも活発 

に採食中、さあ、春です。田字草 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka)

代表：冷川昌彦／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 

                        

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスはこのページの一番下に表示しています。 

会費振込について  

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記の

郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。 

年会費：2000 円 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

皆に知らせたいことはありませんか？  

皆さんが行っている観察会やイベントの案内、自然保護に関する情報やご意見、お薦めの本の紹介などをお寄せ

下さい。原稿は定例会の一週間前までに事務局にお送り頂くとその月の会報に載せることができます。 

皆さん情報をお待ちしています。 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、平成２５年 ４月１２日（金）午後６時より事務局で行います。４月号の原稿は、４／８（月）

までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

※お願い 会報をホームページで見る環境をお持ちの会員は手をあげて下さい。経費節減のためです。 

宜しくお願いします。 

他団体の会報の紹介 

 ・日本野鳥の会筑後支部 会報まめわり 第 142 号(2013 年 3 月号)、3/1 発行。 

  ヒレンジャクの群れの写真を掲載しています。 

 ・福岡植物友の会 会報 平成２５年２月号 第５４巻 

  第６４３回例会「総会・研究会」の様子、２５年度例会予定を掲載しています。 

 ・福岡植物友の会 あすなろ 第 47 号平成２５年 1 月 発行 

  平成２４年度福岡植物友の会活動記録などを掲載しています。 
・自然観察指導員熊本県連絡会 会報自然観察 第１４６号 １３．２．２６ 

  ネイチャーフィーリング in 大分 の 報告が掲載されています。  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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編集後記 


